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同窓会通信－野幌だより－ 
   酪農学園同窓会ニュースレター 

  

酪農学園の現況（2021年度） 
 

〇酪農学園大学（2021.5.1） 

学生数：3,336名 

（大学3,268名、大学院68名） 

教職員：332名（教員178名、職員154名） 

〇とわの森三愛高等学校（2021.5.1） 

生徒数：1,057名 

（全日制：普通科779名、 

 アグリクリエイト科109名） 

（通信制：普通科148名、 

  農食環境学科 21名） 

教職員：69名（教諭56名 職員13名） 

 

入試状況（2021年度入試） 

〇酪農学園大学 

 総定員７００名 入学者数６７１名 

〇とわの森三愛高校 

 総定員３００名 入学者数３５０名 

 

 

 

 「同窓会だより」原稿募集のお願い  
  

  

 ２０２３年１月発行分から「同窓会だよ

り」は８頁から１２頁へ増頁いたしました。 

 今年度は全国地区支部の事務局長にお願い

して活躍しているOBOGをご推薦いただきま

した。次年度以降も地元で元気に頑張ってい

る同窓生を紹介したいと思っております。 

 地区支部同窓会の開催案内等に加え、同期

会や部活、寮の開催案内等にも同窓会だより

での告知が可能ですのでご利用下さい。 

 

 また生涯学習のお誘いも含めて同窓生から

のお便りをお待ちしています。返信用葉書の

通信欄をご活用頂ければ幸いです。 

  

 なお、同窓生会館にはロビーもあり、 

学園来訪時の時間調整や待ち合わせ等にも 

利用できます。復元５番教室は旧短大教室を

当時のまま復元しておりますので皆さん学生

時代にタイムスリップする感覚になります。 
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２０２1年度 累計卒業生数 

 大学院 計  １， ７１７名 

 大   学 計   ３３，０５８名 

 短 大 計        ９，４８７名 

 高 校 計   ２１，１２７名 

 合 計 計   ６５，３８９名 

 酪農義塾 計           ３０３名 

   酪農学校 計    

       ＊９１，５１７名 

   総合計  

    １５７，２０９名 

地区支部の設置状況（ ）は未設置        

北海道１区：石狩 ３支部（１）(江別) 

北海道２区：道央 ６支部（２）(空知1)(胆振2) 

北海道３区：道南 ５支部（２）(後志1)(後志2) 

北海道４区：道北 ６支部（１）(留萌1) 

北海道５区：道東 ６支部（０） ２６支部（6) 

東北地区 ：   ６支部（０） 

関東甲信越地区：１０支部（０） 

中部地区：    ７支部（０） 

近畿地区：    ６支部（０） 

中国地区：    ５支部（０）) 

四国地区：    ４支部（０） 

九州地区：    ８支部（０）４６支部（０) 

酪農学園同窓会からのお知らせ 

 お年玉プレゼントのお知らせ 

 

 
昨年から開始された「同窓会だより」発行

時のお年玉プレゼントを今年も実施しま

す。昨年同様に宛名シール状の管理番号＋

学籍番号で構成された１０ケタの番号と 

当選番号一覧（送付状に記載）と照合いた

だきます。 

 一致した方は当選番号を同封の返信用葉

書に転記し、〒、住所、氏名、連絡先を明

記のうえ、投函をお願いします。 

 同窓会では返送いただいた番号と当選者

一覧を照合のうえ、大学生協経由で酪農学

園大学製造のバター詰め合わせをお送りい

たします。 

 昨年はこちらの手違いもあり、当選者税

員に当方からお送りしましたが、辞退者も

いらっしゃいましたので、今年度から葉書

で２月末(消印有効)までに申し込まれた方

のみにお送りいたしますのでお間違いのな

いようお願いします。 



同窓会開催報告            

第７巻 第１号（通号７４号） 

北海道第五地区十勝支部第１０回総会報告 

  

 １１月１９日（土）１１時より同窓会北海道第５地区十勝支

部第１０回総会および講演会が約２年１０か月ぶりに若竹会館

で開催された。新型コロナ感染防止の観点から出席者には手指

の消毒、マスク着用をお願いした。出席者は２５名。 

 総会前の講演会では浦幌町立博物館学芸員の持田誠氏より

「私が酪農学園から得たこと、いま博物館学芸員として酪農学

園を振り返る。」と題し、学芸員の仕事や学芸員になるまでの

経緯そして酪農学園から受けた影響などを話していただき、興

味深く拝聴した。 

 総会は 飯島 勝 支部長の開会挨拶にはじまり、来賓の 野 英

二 同窓会副会長と 清澤 城次 とわの森三愛高校長からご祝辞

をいただき、同窓会および大学の現状についても合わせて報告

していただいた。 

 議事の中では会場から「前回の議案で承認されていたホーム

カミングデーと合わせて総会を開催する案は今後検討するつも

りかお考えを聞かせてほしい。」と質問があり、飯島支部長が

「前回の第９回総会後に発生した新型コロナが状況を一変させ

てしまった。長距離バスでの移動などは現在の状況だと難しい

面もあるが、今後の状況を見つつ役員会を通してまた協議して

いきたい。」と返答した。 

 閉会の挨拶を 畠野 健一 副支部長よりいただいた後、集合写

真撮影を行った。この時ばかりはマスクをとって皆笑顔での撮

影となった。 

 例年、総会後に行なっていた昼食会は新型コロナ感染防止の

観点から中止したため、各自にお弁当をお配りし、希望者のみ

会場に残り食事をとる形をとった。 

 食事中は基本黙食の中ではあったが、ご来賓の清澤氏が持参

してくれた酪農学園の歴史に関する動画を上映していただいた

ので非常に有意義な時間となった。食事後、マスク越しではあ

るが時間の許す限り皆親睦を深めていた。（文責 藤原 崇） 
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 東北地区福島県支部総会報告 

 

 １１月１９日（土）午後３時から郡山市ビックアイ７階市民

交流プラザに於いて酪農学園同窓会東北地区福島県支部第１４

期通常総会を出席者総数１５名で開催致しました。酪農学園か

らは堂地修学長、酪農学園同窓会からは加藤清雄会長のご臨席

を頂きました。 

 総会は事務局の司会で進行し、飯塚尚峯酪農学園同窓会福島

県支部長挨拶の後、支部長が議長席につき議事に入りました。 

第１号議案 第１４期事業報告、収支決算報告、会計監査報告 

第２号議案 事業年度の変更に伴う、規約の改正について 

(隔年開催の総会を毎年開催に変更) 

第３号議案 第１５期事業計画案、収支予算案 

第４号議案 任期満了の伴う役員改選について 

 （役員改選において新支部長に蛇石祐三氏を選出） 

以上原案の通り承認されました。 

  

 総会初頭には加藤清雄会長から祝辞と同窓会の近況の報告を

頂き、更に総会終了後の講演会では堂地修学長から「学園の近

況報告」と題し丁寧にわかりやすくご講演頂きました。 

 総会、講演会に引き続いて親睦会に入り自己紹介（近況報

告）が行われ、大いに親睦を深める事が出来ました。 

（文責 令和４年１１月吉日 

      福島県支部 事務局長 宮崎 雅人）  



同窓会開催報告           
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同窓会通信－野幌だより－ 

 今回、私は、北海道に渡る際、何人かの同期たち宅にアポ

なし訪問で、迷惑に思われなかったかなと思っております。

強者どもの夢の跡を見せていただきましたが、痕？では無

く､脈々と引き継がれる、一家の大黒柱としての足跡を残し

たことを見せていただきました。そしていまだに成長し続け

ている仲間たちを見るに、自分を奮い立たせるモノが沢山有

ることを感じとって帰ってきました。 

     2022．11．20 新札幌にて開催。 

機農高四期生たちよ。永遠なり。機農高は不滅です。 

              （撮影と文責 園田益男） 

   

SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSｓSS 

  

野幌機農高等学校農業科１５期生＆ 
  農村経済科１期生合同クラス会報告 

 ２０２２年１１月２３日（水）午後２時から７時まで、札

幌ジャスマックプラザホテルを会場に野幌機農高等学校農業

科１５期生、農村経済科１期生の合同クラス会が１８名の参

加により開催されました。 

 中林様からの雑感を以下に掲載させていただきます。 

発起人の一人が若し頃の顔と、今の顔との区別が出来ない人

もいるので各自の参加者にネームプレートを用意しようとの

事で参加者に首から下げてもらい大変良かった。 

 全員当然ながら８１歳以上な為にほぼ共通の話題が絞られ

る。 

①身体の調子②飲み薬の数③何か所病院に通っているか④同

じ話を何度もする人⑤車で家を出て道が解らず帰れなかった

人等 

（幹事 宮串 一、中西忠紀、中林正明）（文責 中林 正

明） 

 下記のとおり、同窓会へのご寄付を頂戴いたしましたので

酪農学園基金に寄付させていただきました。 

 

 

機農高校同期会15回目を無事終えて 

 
 皆さんと同じコロナ禍中で､同期会開催に当たり、ご意見は

それぞれあろうかとは思います。対策のできることはみんなで

守り､何とか開催することができたのは､それぞれに関わってく

ださった方のお陰と感謝いたしております。開催予定年から2

年延びての開催でした。今回は38名で、今回で第15回目の開

催でしたが、そのなかでは参加人数は少ない方でした。この後

の開催は年齢的なこともあり、参加者が少なくなって行くのは

致し方の無いことと思います。 

 今回は少し大人になったのか、酒が弱くなったのか、各人の

スピーチが全員行われました。いつもなら人の話など全く耳持

たず状態でした。ここ何年も人の話を聞くような状況で無いほ

ど、元気（若気の？？）ということなのか？、最近は少しは大

人になった（72歳にして）のか。そのお陰もあって同期たち

の日頃の活躍振りを聞くことができて大変良かったと感じてい

ます。 

 今回幹事からいま迄の開催のダイジェスト版を作ってほしい

という要望がありまして、しおりA4/4Pの印刷物を制作しま

した。幸い前回の開催のときに、永年探していた1976年の第

一回の集合写真が参加者からお貸し頂き、複写して永久保存

データとしました。 

 その後1981，1986，1994，1997，2003，2012と

地域毎の集合写真をダイジェストとして制作しました。表紙に

は学園同窓会事務局の浦川さんより写真データを提供いただき

ました｡有難うございました。 

 私の同期会初参加は確か1991の定山渓開催でした。今それ

らの写真を顧みて、第一回の集合写真を見直して、15人とは

未だ再会できておらず、その内5人は既に故人となっていま

す。 

 永年宿題となっていた6期生の記念誌の制作を始めます。が

年齢的なことも大きくのしかかって、果たして完成まで頑張れ

るのか心配です。その間デジタルの技術的な進歩で使い勝手が

全く変わってしまっているところにぶつかり、それを一つ一つ

クリアしなければなりません。同期たちからは、そんなことの

理解をして貰うのは難しいようで、ただただ早く作れのプレッ

シャーに毎日苛まれている状態で、私の定年は何時来るのか？

早く卒業して旨い酒が飲みたいです。 

  



〒069-8501 

北海道江別市文京台緑町５８２ 

            酪農学園同窓会 

電話 ０１１（３８６）１１９６ 

FAX ０１１（３８６）５９８７ 

Email: rg-dosok@rakuno.ac.jp. 

HP:http://rakuno.org/ 
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 酪農学園大学 

ブランドマークと 

キャッチフレーズ 

 

書名 背の川  北畑光男著 ２０２２．１１ 

 ９３ｐ ： ２２ｃｍ   株式会社 思潮社  

 天の川に向かって流れるたくさんの願い、たくさんの祈り 

 小さな帆を立てて魚たちの行列は銀河の中心へと進む  

 飢餓、戦争、業。あらゆる苦を背負って川は流れ、その長い

旅路の果てに一条の光が指す。第１０詩集。 

 いのちの根をみつめて 主語を探し わたくしはもう一人の

わたくしに問い返す 

 喉の川の奥へと吞みこんでしまうたくさんのわたくし 

 鳥に啄まれ 

 蔓と皮だけがさむい風に吹かれ  

 北畑先生より上記の詩集をお送りいただきました。同窓会の

本棚にありますので興味のある方は是非ご覧いただければ幸い

です。  

酪農学園短期大学Ⅱコース 
１９７２年卒業組 同期会開催報告 

 

 何かと難しい、そして厳しい時期にまずは開催できたことを喜びた

いと思います。 

 また幹事の中にも時期尚早という意見も有ったに聞いておりまし

て、それこそいろんな意見が出てこそ、我が愛すべきⅡコース（二

部）たちだなと感心しています。 

 参加者は23人で少人数の食事会のような様子で、それぞれ以前のよ

うな再会時に抱き合うようなことも自粛して、静かな再会を噛みしめ

るような同期会でした。また、状況をよくよく承知しての参加、待た

された久しぶりの参加で話も尽きないのでしたが、年々亡くなられる

方が出て、今回の開催は､1年延びる毎に逢えなくなるかもしれない年

齢に自分たちが成っていることの考えから決断して開催したとのこと

で、この次にお会いするときまでお互い元気で居ることを約束して別

れました。 

 私は、定年前に職業で写真撮影をしておりましたので、毎回同期会

開催では集合写真の撮影を任されてきましたが。同期にはもう一人写

真撮影のできる者もおりますので、そのことについては安心いたして

おります。その関係でⅡコースは最初から撮影を受け持っておりま

す。その関係で開催の文章も毎時書くことになり、個人のFBにも掲載

しています。ご意見をいただければ大変有り難いです。 

 Ⅱコースは北光寮に冬期間だけ3年間寝食を共にして過ごし､雨の日

も猛吹雪の日も、学校の教室に歩いて通いました。そのときに寮歌と

して「ふみあと」が先輩から後輩へと歌い受け継がれて来ました。そ

の寮歌「ふみあと」が同期会で歌われないのが寂しいです。 

 何十年ぶりに聞いたのは北光寮の閉寮式の動画を見たときに寮生と

して歌われた「ふみあと」と思われる？雑音で､私たちが歌っていた

それとは全く違うモノになっていました。これは永年ミミパクで伝承

されてきたためだと思いました。 

 私の時代、1年先輩の森田氏がアコーデオン伴奏で楽譜を正確に伝

えて、また同期の乾氏もそのアコーデオンを引き継いで「ふみあと」

は後輩へと確実に歌い継がれていたはずでしたが、2015年の在寮生

のそれは全く別物と感じました。最近学園で譜面原資に忠実に再現さ

れたCDが記念誌「ふみあと」の発行に際して添付され、格調高い音

楽になって再現されていることに、Ⅱコース卒業生として大変嬉しい

ことです。 

(撮影と文責 園田益男)（青森県八戸市在住） 

          2022．11．06美唄ゆ～りん館にて開催   

酪農学園同窓会 


